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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ビデオ信号入力の圧縮符号化を行うビデオエンコード手段と、オーディオ信号入力におい
てオーディオ信号入力のステレオ・モノラル・音声多重の種別、チャンネル数、エンコー
ドビットレートのいずれかを含むオーディオモードを判定するオーディオモード判定手段
と、オーディオ信号入力を符号化するオーディオエンコード手段と、符号化されたビデオ
エンコードストリームおよびオーディオエンコードストリームを多重化してシステムスト
リームを生成するシステムエンコード手段と、前記ビデオエンコード手段と前記オーディ
オエンコード手段および前記システムエンコード手段を制御する録画制御手段を具備する
ディジタル録画装置において、
　前記録画制御手段は、前記オーディオモード判定手段で判定した前記オーディオモード
が変化した際に、オーディオ信号の出力レベルを徐々に低くした後に、オーディオ信号の
ステレオ、モノラル、音声多重の種別、チャンネル数、エンコードビットレートのいずれ
かを含むオーディオエンコード条件を変更し、その後、再び前記オーディオ信号の出力レ
ベルを徐々に高くするように前記オーディオエンコード手段を制御するディジタル録画装
置。
【請求項２】
前記録画制御手段は、前記オーディオモードが変化した際に、オーディオ信号の出力レベ
ルを徐々に０まで低くした後に前記オーディオエンコード条件を変更し、その後、再び前
記オーディオ信号の出力レベルを元のレベルまで徐々に高くするように前記オーディオエ
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ンコード手段を制御することを特徴とする請求項１記載のディジタル録画装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ビデオ信号とオーディオ信号をディジタルエンコードするディジタル録画装置
において、オーディオのエンコード条件を変更する際のオーディオエンコード制御に関す
るものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、光ディスクやハードディスクの大容量化に伴い、ビデオ信号とオーディオ信号をデ
ィジタルエンコードして蓄積するディジタル録画機器が実用化されている。
【０００３】
オーディオ信号には、ステレオ（２チャンネル）・モノラル（１チャンネル）・音声多重
（主音声：１チャンネル＋副音声：１チャンネル）の種別の他に、ドルビー　ＡＣ－３や
リニアＰＣＭ規格等には５．１チャンネルがある。また、ディジタルのオーディオストリ
ームでは、エンコードビットレートを変更する事によって、録画・録音時間を制御したり
、再生時の音質を制御することができる。
【０００４】
図４は、従来のディジタル録画機器において、このようなオーディオのエンコード条件（
ステレオ、モノラル、音声多重、チャンネル数、ビットレート）を変更する際のオーディ
オ出力レベル強度の時間推移を示したものである。従来のディジタル録画機器では、時間
ｔでオーディオエンコード条件を変更する際にオーディオ出力レベル強度を一定に保った
まま、オーディオエンコード条件を変更する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、本発明者らは、ディジタル録画機器において、オーディオエンコード手段でエ
ンコード条件（ステレオ，モノラル，音声多重，チャンネル数，ビットレート）を変更し
た場合、図４における、時間ｔ以前と時間ｔ以後でオーディオ信号が不連続になり、再生
時にいわゆる「ポツ音」と呼ばれる耳障りな雑音が発生してしまうことを見出した。
【０００６】
そこで本発明は、再生時の耳障りな雑音を抑制できるディジタル録画装置を提供すること
を目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明では、ビデオ信号入力の圧縮符号化を行うビデオエ
ンコード手段と、オーディオ信号入力においてオーディオ信号入力のステレオ・モノラル
・音声多重の種別、チャンネル数、エンコードビットレートのいずれかを含むオーディオ
モードを判定するオーディオモード判定手段と、オーディオ信号入力を符号化するオーデ
ィオエンコード手段と、符号化されたビデオエンコードストリームおよびオーディオエン
コードストリームを多重化してシステムストリームを生成するシステムエンコード手段と
、ビデオエンコード手段とオーディオエンコード手段およびシステムエンコード手段の録
画開始・録画停止・一時録画停止・一時録画停止解除を制御する録画制御手段を具備する
ディジタル録画装置において、録画制御手段はオーディオモード判定手段で判定したオー
ディオモードが変化した際に、オーディオ信号の出力レベルを徐々に低くした後に、オー
ディオのステレオ、モノラル、音声多重の種別、チャンネル数、エンコードビットレート
のいずれかを含むオーディオエンコード条件を変化させ、その後、再びオーディオ信号の
出力レベルを徐々に高くするようにオーディオエンコード手段を制御する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
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（実施の形態１）
まず、本発明の実施の形態１について説明する。図１は、本発明の実施の形態１における
ディジタル録画装置のブロック図である。
【００１０】
図１において、１０１はビデオ信号入力の圧縮符号化を行うビデオエンコード手段、１０
２はオーディオ信号入力のオーディオモードを判定するオーディオモード判定手段、１０
３はオーディオ信号入力を符号化するオーディオエンコード手段、１０４は符号化された
ビデオエンコードストリームおよびオーディオエンコードストリームを多重化してシステ
ムストリームを生成するシステムエンコード手段、１０５はビデオエンコード手段１０１
とオーディオエンコード手段１０３およびシステムエンコード手段１０４の録画開始・録
画停止・一時録画停止・一時録画停止解除を制御する録画制御手段である。
【００１１】
上記構成のディジタル録画装置において、録画制御手段１０５は、オーディオモード判定
手段１０２で判定したオーディオ信号入力のオーディオモード情報（ステレオ、モノラル
、音声多重、チャンネル数，ビットレート）が変化した際に、オーディオの出力レベルを
徐々に低くした後にオーディオのエンコード条件を変化させ、その後、再びオーディオの
出力レベルを徐々に高くするようにオーディオエンコード手段１０３を制御する。
【００１２】
図２は、本発明のディジタル録画装置において、オーディオモード（ステレオ、モノラル
、音声多重、チャンネル数、ビットレート）を変更する際のオーディオ出力レベル強度の
時間推移を示したものである。
【００１３】
オーディオモードを変更する場合、録画制御手段１０５は、時間ｔ１から時間ｔ２にかけ
てオーディオ出力レベル強度を０まで低くした後に時間ｔでオーディオモードを変更し、
その後、時間ｔ３から時間ｔ４にかけてオーディオ出力レベルを元の強度まで高くする。
【００１４】
なお、本実施の形態１の説明では、オーディオモード判定手段１０２でオーディオ信号入
力のオーディオモード情報としてステレオ、モノラル、音声多重、チャンネル数、ビット
レートを示したが、本発明はこれらの全要素に限定するものではなく、オーディオモード
判定手段１０２では、これらの要素のいずれか一つまたはその組み合わせをオーディオ信
号入力のオーディオモード情報としても、差し支えない。
【００１５】
また、本実施の形態１では、オーディオ信号入力のオーディオモード情報が変化した場合
、録画制御手段１０５において、時間ｔ１から時間ｔ２にかけてオーディオ出力レベル強
度を０まで低くした場合について説明したが、この時のオーディオ出力レベル強度は０に
限定するものではなく、時間ｔ１以前のオーディオ出力レベル強度未満であれば、雑音を
抑えることができる。
【００１６】
（実施の形態２）
次に、本発明の実施の形態２について説明する。図３は、本発明の実施の形態２における
ディジタル録画装置のブロック図である。
【００１７】
図３において、４０１はビデオ信号入力の圧縮符号化を行うビデオエンコード手段、４０
２はオーディオ信号入力を符号化するオーディオエンコード手段、４０３は符号化された
ビデオエンコードストリームおよびオーディオエンコードストリームを多重化してシステ
ムストリームを生成するシステムエンコード手段、４０４はビデオエンコード手段４０１
とオーディオエンコード手段４０２およびシステムエンコード手段４０３の録画開始・録
画停止・一時録画停止・一時録画停止解除を制御する録画制御手段である。
【００１８】
上記構成のディジタル録画装置において、録画制御手段４０４は、オーディオのエンコー
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ド条件（コーディングモード［ステレオ・モノラル・音声多重］、チャンネル数，ビット
レート）が変化した際に、オーディオの出力レベルを徐々に低くした後にオーディオのエ
ンコードモードを変化させ、その後、再びオーディオの出力レベルを徐々に高くするよう
にオーディオエンコード手段４０２を制御する。
【００１９】
上述したように、図２は本発明のディジタル録画装置において、オーディオのエンコード
条件（コーディングモード［ステレオ・モノラル・音声多重］、チャンネル数、ビットレ
ート）を変更する際のオーディオ出力レベル強度の時間推移を示したものである。実施の
形態２では、実施の形態１と同様に、オーディオ出力レベル強度を、図２に示したように
、時間的に推移させる。
【００２０】
即ち、オーディオのエンコード条件を変更する場合、録画制御手段４０４は、図２の時間
ｔ１から時間ｔ２にかけて、オーディオ出力レベル強度を０まで低くした後に時間ｔでオ
ーディオのエンコード条件を変更し、その後、時間ｔ３から時間ｔ４にかけてオーディオ
出力レベルを元の強度まで高くする。
【００２１】
なお、本実施の形態２の説明では、録画制御手段４０４でオーディオのエンコード条件と
してコーディングモード［ステレオ、モノラル、音声多重］、チャンネル数、ビットレー
トを示したが、本発明はこれらの全要素に限定するものではなく、録画制御手順４０４で
は、これらののいずれか一つまたはその組み合わせをオーディオのエンコード条件として
も、差し支えない。
【００２２】
また、本実施の形態２では、オーディオのエンコード条件を変更する場合、録画制御手段
４０４において、時間ｔ１から時間ｔ２にかけてオーディオ出力レベル強度を０まで低く
した場合について説明したが、この時のオーディオ出力レベル強度は０に限定するもので
はなく、時間ｔ１以前のオーディオ出力レベル強度未満であれば、雑音を抑えることがで
きる。
【００２３】
【発明の効果】
　本発明では、ビデオ信号入力の圧縮符号化を行うビデオエンコード手段と、オーディオ
信号入力においてオーディオ信号入力のステレオ・モノラル・音声多重の種別、チャンネ
ル数、エンコードビットレートのいずれかを含むオーディオモードを判定するオーディオ
モード判定手段と、オーディオ信号入力を符号化するオーディオエンコード手段と、符号
化されたビデオエンコードストリームおよびオーディオエンコードストリームを多重化し
てシステムストリームを生成するシステムエンコード手段と、ビデオエンコード手段とオ
ーディオエンコード手段およびシステムエンコード手段の録画開始・録画停止・一時録画
停止・一時録画停止解除を制御する録画制御手段を具備するディジタル録画装置において
、録画制御手段はオーディオモード判定手段で判定したオーディオモードが変化した際に
、オーディオ信号の出力レベルを徐々に低くした後に、オーディオのステレオ、モノラル
、音声多重の種別、チャンネル数、エンコードビットレートのいずれかを含むオーディオ
エンコード条件を変化させ、その後、再びオーディオ信号の出力レベルを徐々に高くする
ようにオーディオエンコード手段を制御することにより、オーディオ信号の不連続性を無
くし、再生時の耳障りな雑音を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１におけるディジタル録画装置のブロック図
【図２】同実施の形態１、２におけるディジタル録画装置において、オーディオのエンコ
ード条件を変更する際のオーディオ出力レベル強度の時間推移図
【図３】同実施の形態２におけるディジタル録画装置のブロック図
【図４】従来のディジタル録画装置において、オーディオモードを変更する際のオーディ
オ出力レベル強度の時間推移図
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【符号の説明】
１０１　ビデオエンコード手段
１０２　オーディオモード判定手段
１０３　オーディオエンコード手段
１０４　システムエンコード手段
１０５　録画制御手段
４０１　ビデオエンコード手段
４０２　オーディオエンコード手段
４０３　システムエンコード手段
４０４　録画制御手段

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(6) JP 4286435 B2 2009.7.1

10

フロントページの続き

(72)発明者  川▲崎▼　弘二郎
            大阪府門真市大字門真１００６番地　松下電器産業株式会社内

    審査官  梅本　章子

(56)参考文献  特開２０００－１３８８７７（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－２８７６１３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１３６６２９（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－３１１４３８（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N   5/76  -   5/956
              G11B  20/10  -  20/12
              G10L  19/00  -  19/14


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

